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午前１０時００分開会 

○議長（田中久和君）  皆様、おはようございます。 

 これより平成２７年第４回ふじみ衛生組合議会定例会を開会いたします。 

 野村羊子議員からは遅参の届けが出ております。 

 それでは、直ちに本日の会議を開きます。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第１ 会期の決定 

○議長（田中久和君）  日程第１、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。会期は、本日１日といたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田中久和君）  ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日とすることに

決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（田中久和君）  続きまして、日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第３６条の規定により、４番小林市之議員及び７番髙谷真

一朗議員を指名いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第３ 管理者報告 

○議長（田中久和君）  日程第３、管理者報告に入ります。 

 それでは、管理者お願いいたします。 

 清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  皆様、おはようございます。 

 まず最初に申し上げます。去る１１月８日、構成市であります調布市におかれましては、

市制施行６０周年記念式典を挙行されまして、まことにおめでとうございます。心からお

喜びを申し上げます。また、三鷹市におきましても、１１月３日、市制施行６５周年を迎

えました。このような節目の年、このふじみ衛生組合議会の定例会を開かせていただきま

すことを大変ありがたく思います。 

 さて、最近は、朝夕の冷え込みに秋の深まりを感じる今日このごろとなりました。両市
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の定例議会を控えておりますし、また、議員の皆様におかれましては、先週の行政視察に

も熱心にご参加いただきまして、それに引き続いての平成２７年第４回ふじみ衛生組合議

会定例会をお願い申し上げまして大変恐縮に存じております。 

 それでは、早速報告に入らせていただきます。本日ご報告申し上げます事項は、６件で

ございます。第１件目は、ごみ処理実績についてでございます。平成２７年度第２四半期

の状況でございます。なお、重量につきましては、小数点以下を四捨五入してご報告させ

ていただきますのであらかじめご了承をお願い申し上げます。初めに資料１をごらんくだ

さい。クリーンプラザふじみの平成２７年７月から９月までの処理実績でございます。こ

の３カ月間の総搬入量は１万７,３８３トンでございました。前年度と比較いたしまして

４１８トン、２.３％の減となっています。その内訳といたしましては、三鷹市が

７,１５８トンで構成比４６.１％、前年度比３２５トン、４.３％の減、調布市が

８,３５７トンで構成比５３.９％、前年度比７１トン、０.８％の減となっています。そ

のほかリサイクルセンターにおける処理後の可燃性残渣の搬入が１,８６９トン、前年度

比２２トン、１.２％の減となっています。一方、この３カ月間で２万１,８９５トンを焼

却処理し、熱回収による発電では、電力事業者に８,００７メガワットアワーを１億

６,１２８万円余で売却いたしました。また、処理に伴う焼却灰等２,４７６トンにつきま

して、エコセメント化施設等に搬出いたしました。 

 続きまして、資料２をごらんください。リサイクルセンターの平成２７年７月から９月

までの処理実績でございます。この３カ月間の総搬入量は４,５８９トンでございまして、

前年度と比較いたしますと４トン、０.１％の減となっています。その内訳といたしまし

ては、三鷹市が２,３５９トンで構成比５１.４％、前年度比２トン、０.１％の増、調布

市が２,２３０トンで構成比４８.６％、前年度比６トン、０.３％の減となっています。

なお、ごみ処理実績の詳細につきましては、事務局長より補足説明をいたさせますのでよ

ろしくお願いします。 

 ご報告の第２件目は、可燃ごみ処理施設クリーンプラザふじみの見学者の実績について

でございます。資料４をごらんください。クリーンプラザふじみの平成２７年４月から

９月までの視察・見学者数でございます。この半年間の総見学者数は８１団体、

２,６５３人となっています。このうち三鷹市、調布市、両市の小学校４年生の社会科見

学につきましては、１８校、１,５８３人の児童が参加しています。また、海外からの視

察につきましては、ＪＩＣＡの研修を受け入れたこともありまして、２１カ国からの行政
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関係職員等が来訪されました。こうした視察・見学のほか、前回の定例会でもご報告申し

上げましたが、学校の夏休み期間に合わせて特別展示のほか、親子見学会を５回実施いた

しました。お子様が５８人、大人が４０人、合計９８人の市民の皆様に参加していただく

とともに、個人見学につきましても、通常の月を大きく超える見学者をお迎えいたしまし

た。 

 ご報告の第３件目は、地元協議会等についてでございます。地元協議会につきましては、

１０月８日に第４２回の会議を開催いたしました。施設の運転状況等をご報告し、ご意見

をいただきました。また１１月３日で委員の任期２年が満了いたしましたので、資料５に

ある改選後の委員によりまして、通算で第４３回となる会議を１１月１０日に開催いたし

ました。新しい構成での最初の会議でございますので、正副管理者で出席をいたしまして、

それぞれご挨拶をさせていただきました。なお、安全衛生専門委員会につきましては、

１１月２５日に第１２回の委員会を開催する予定でございます。 

 ご報告の４件目は、花いっぱいプロジェクトについてでございます。資料６をごらんく

ださい。本事業の趣旨等につきましては、前回の定例会でご報告申し上げました。この間、

三鷹市、調布市の緑と公園課の協力も得まして、ＮＰＯ法人花と緑のまち三鷹創造協会の

コーディネートにより、公募で参加された地域住民２３人の皆様との協働で花壇づくりを

進めてまいりました。デザイン、花の色や種類などについては、参加された皆さんで丁寧

に議論して決めてこられました。おかげさまで、名称は「さんちょうウェルカムガーデ

ン」とつけられた花壇が、一昨日見事に完成いたしました。西側ゲート出入り口の両側に、

それぞれ長さ１０メートルのコミュニティーガーデンが整備され、きれいな花々が道行く

人を楽しませてくれています。ぜひごらんになっていただきたいと存じます。花いっぱい

プロジェクトは、来年度以降は年２回、子供たちの社会科見学の多い初夏と、ふじみまつ

りを開催する秋の時期にちょうど花を咲かせるように整備していきたいと、参加された住

民の皆様と確認をさせていただいています。地域住民の皆様との協働による本事業を通じ

まして、地域の皆様に親しまれる施設づくりをさらに進めてまいります。 

 ご報告の第５件目は、ふじみまつりについてでございます。資料７をごらんください。

来る１１月２２日午前１０時から第３回ふじみまつりを開催いたします。昨年同様、地元

協議会委員有志の皆様と組合員職員とで実行委員会を組織いたしまして、企画内容等の検

討を進めてまいりました。昨年同様、宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）や電気通信大学、

調布消防署にもお声がけをし、ご協力いただけることになっています。また、大学生の有
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志にボランティアで運営に参加していただく予定です。ふじみ衛生組合を核として、近隣

の大学や研究機関等との連携を含めて、三鷹市、調布市、両市の市民の皆様の交流が深ま

ることを期待しています。議員の皆様におかれましても、お忙しいこととは存じますが、

足をお運びいただければ幸いでございます。なお、当日は午前中、三鷹市民駅伝大会の開

催と重なっておりますので、交通安全には十分に配慮して準備を進めます。 

 ご報告の第６件目は、周辺公共施設への送電についてでございます。クリーンプラザふ

じみにつきましては、新ごみ処理施設整備市民検討会での議論を受けまして、環境学習機

能やコミュニティー機能は有するものの、いわゆる地域住民還元施設の併設はいたしませ

んでした。一方で、焼却に伴う熱回収により発生する電力等につきましては、有効活用す

べきであるとのご意見をいただきました。そこで、新ごみ処理施設整備計画では、三鷹市、

調布市が設置する周辺の公共施設において、電力や温水を積極的に活用することを方針と

して掲げました。稼働から２年余りの間は、この対象となる施設がありませんでしたので、

電力につきましては、電力事業者に売却し、温水につきましては、いまだ活用に至っては

おりません。さて、現在、ふじみ衛生組合の東側隣接地におきまして、新川防災公園・多

機能複合施設（仮称）の整備事業が三鷹市により進められています。この施設は、クリー

ンプラザふじみの熱回収に伴う電力等を活用する対象となる公共施設でありますので、三

鷹市及び施行者である都市再生機構との間で、技術的な問題も含めて協議を行っておりま

す。現在は、工事の施工期間中ではありますが、平成２８年度の竣工に先立ちまして、本

年１２月から施行者への送電を開始し、各種機械や設備の運転状況等を確認することとし

ています。売電金額につきましては、現時点では公共施設ではありませんので、ＰＰＳ事

業者の買い取り価格と同額を予定しています。なお、送電や温水供給に関する詳細な事項

につきましては、施設開設までに三鷹市、調布市、ふじみ衛生組合の三者で協議し、文書

化してまいりたいと考えています。 

 私からの報告は以上でございます。事務局長より補足説明いたさせますのでよろしくお

願いいたします。 

○議長（田中久和君）  井上事務局長。 

○事務局長（井上稔君）  私からは、管理者報告につきまして２件補足をさせていただ

きます。 

 初めにごみ処理実績についてでございます。資料１をごらんください。クリーンプラザ

ふじみの平成２７年７月から９月までの３カ月間の状況でございます。搬入実績につきま
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しては、前年同期と比較いたしまして総量で２.３％の減少となりました。その内訳を見

てみますと、三鷹市、調布市で同様の傾向にありますが、委託収集、いわゆる家庭系ごみ

が減少しております。人口が増えているにもかかわらず市民の皆様の減量の努力の賜物と

感謝申し上げる次第でございます。一方、持ち込みに区分される事業系ごみにつきまして

は、三鷹市では減少、調布市では増加となりました。広域処理が終わり、それまでより安

価でクリーンプラザふじみに持ち込めることが、調布市の事業者の皆様に浸透してきたの

ではないかと受けとめているところでございます。その他のごみにつきましては、大きな

変化はございませんでした。搬出実績につきましては、前年同期と比較いたしまして

２３６トン、８.７％減少しております。これは、焼却量が前年同期と比べ２,４３２トン

減少いたしましたので、比例して焼却灰等も減少したものでございます。 

 続きまして、資料２をごらんください。リサイクルセンターの平成２７年７月から９月

までの３カ月間の状況でございます。搬入実績につきましては、ペットボトルなどの飲料

容器が増加し、その他のごみが横ばい、あるいは微減となりました。これは、夏が短かっ

たものの猛暑期間が多かったこと、また、９月の連休中などに好天が続いたこと等により

まして、飲料水の需要が増えたものと推測しているところでございます。搬出実績につき

ましては、前年同期と比較いたしまして、総搬出量が３５トン、０.８％の減となってお

ります。搬出物の内訳でございますが、左側の有償・無償の欄の資源物から申し上げます。

総量は、前年同期と比較いたしまして１３トン、０.５％の減少となっています。種別ご

との増減はそれぞれございますが、鉄、アルミ、ペット、ガラスなど品目別としてはほぼ

前年と同量という結果になっております。次に、右側の逆有償の資源物搬出の欄をごらん

ください。水銀を含む有害廃棄物である廃乾電池、廃蛍光管につきましては微増となって

おります。処理困難物につきましては、今期の搬出はございませんでした。また、残渣に

つきましては、１,８６９トン、前年比２２トン、１.２％の減となりました。全量をクリ

ーンプラザふじみにおいて焼却処理し、熱回収をいたしました。 

 続きまして、有価物品等の価格の推移でございます。資料３をごらんください。平成

２７年第３回定例会以降の状況についてご説明申し上げます。１０月１日以降の資源物の

売却に係る競争入札を、９月１６日に実施いたしました。これは欄外下に出ております。

小さくて申しわけありませんが、９月１６日に実施いたしました。しかし、鉄類では一部

不調となったため、１０月６日に再入札を実施いたしました。その結果、小型家電が同額

となったほかは、全ての品目で大幅な単価の減少となっております。品目別に見てみます
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と、鉄類は３３％から６４％もの大きな減少となりました。これは、海外市場の下落、鋼

材需要の低迷による電炉の減産などによるものと言われております。一部には、逆有償に

なるのではないかといった悲観的な予測もあり、大変に厳しい状況となっているところで

ございます。アルミ類につきましても、６％から１１％もの大きな落ち込みとなりました。

下げ幅は減少したものの３期連続の減少となっております。こちらも海外市場の低迷によ

る影響と捉えているところでございます。ペットにつきましても、１年以上も減少傾向が

続いております。これも海外、特に中国経済の影響を受け、価格が低迷している状況でご

ざいます。今後も厳しい状況が続くものと想定しておりますが、少しでも適切な有利な価

格で売却できるよう努めてまいります。 

 ２件目は、ふじみまつりについてでございます。資料７をごらんください。概要は、管

理者からご報告申し上げたとおりでございます。企画内容についてでございますが、昨年

同様、リサイクル品の販売、模擬店、多摩川自然情報館紹介などの展示のほか、親子探検

隊、そば打ち体験、スポーツＧＯＭＩ拾い大会、エコワークショップなどの事業を行いま

す。また、消防署コーナーとして、消火体験やポンプ車の展示、ＪＡＸＡコーナーとして

宇宙関連グッズ等の販売、電気通信大学ＯＢによるおもちゃの病院なども昨年同様に計画

されております。今年は、管理者からご報告申し上げましたように、三鷹市民駅伝と同日

開催となります。駅伝競走のスタートは午前９時と伺っております。ふじみまつりは開始

１０時ですので、スタート時点で問題はないと思っておりますが、ゴール時などに混乱す

ることのないよう、これまで以上に運営に万全を期してまいりたいと思っております。ま

た、レース終了後、駅伝参加者の皆様にお立ち寄りいただくことも想定し、準備を進めて

いるところでございます。多くの市民の皆様のご参加により、無事故で大成功のふじみま

つりとしてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 報告は以上でございます。 

○議長（田中久和君）  管理者からの報告は以上でございます。 

 ただいまの管理者の報告につきまして、質疑のある方は挙手をお願いいたします。 

 髙谷真一朗議員。 

○７番（髙谷真一朗君）  おはようございます。 

 ふじみの議員になりましてから日が浅いもので、わからないことだらけなのでちょっと

教えていただきたいんですが、せんだって行われました地元協議会の件でございます。私

も傍聴しようと思って頑張ったんですけども、ちょっと時間が間に合わなくて、資料だけ
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いただいて帰るということになってしまいましたが、この地元協議会でどのようなご意見

が出されたのかということをまず１点目としてお尋ねしたいと思います。ふじみの「さん

ちょうウェルカムガーデン」等の取り組みを見ると、おおむね地元住民とは良好な関係が

築けているというふうに理解はしておりますけども、この協議会でどのようなご意見があ

ったのかということを教えてください。 

 それと、売電の関係でございます。今、隣に建てております新川防災公園（仮称）でご

ざいますけども、今回はＰＰＳの事業者の価格でやるということでございますが、そうし

た場合に、売電価格が今後どのように推移していくのかという試算をされているのか、こ

の２点についてお尋ねいたします。よろしくお願いします。 

○議長（田中久和君）  荻原総務課長。 

○総務課長（荻原正樹君）  まず１点目の地元協議会の内容でございますが、今回行わ

れました第４３回の地元協議会につきましては、人が交代になったということがありまし

て、報告事項が中心となっております。２６年度等の過去の地元協議会の内容は、特に水

銀が発生した件がございましたので、水銀への対応等について地元の皆様とご協議、意見

交換をしてまいったという経過がございます。 

 ２点目の売電の関係でございますが、管理者から申し上げましたとおり、現時点では工

事に使うということでございますので、ＰＰＳ事業者と同額を予定しておりまして、ふじ

みの燃やしているごみの６０％がバイオマスでございますので、バイオマスの部分につい

てはＰＰＳ事業者同様、１キロワットアワー当たり２１円、それ以外のものにつきまして

は、昼間がおおむね１７円、夜間がおおむね１３円を予定しております。今後の見通しで

ございますけれども、ＰＰＳ事業者との契約が２８年３月までとなっておりますので、

２８年３月まではこの価格になりますが、２８年４月以降につきましては、新たな契約を

結んだ段階で単価の変更は想定されているところでございます。なお、これはあくまでも

工事期間中ということでございまして、その後につきましては、今後、協議をしてまいり

たいと思っているところでございます。 

○議長（田中久和君）  髙谷真一朗議員。 

○７番（髙谷真一朗君）  ありがとうございました。売電についてはわかりました。地

元協議会については、初めてのことで報告だけだったということですけども、これまで、

過去に大きな議論になったことというのはあるんでしょうか。何か大きなトピックスのよ

うなものは。 
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○議長（田中久和君）  荻原総務課長。 

○総務課長（荻原正樹君）  ４３回も行っておりますので、過去のトピックスというこ

とで申し上げますと、１つは、工事が始まる前にどのように工事を行うのかということで、

地元の皆さんと工事協定を締結させていただいております。その内容といたしましては、

工事は朝８時から夕方５時まで、日の長い夏の期間については６時までやらせてください

とか、工事用の車両については東八道路を使って細い通りには入りません等々、細かい工

事の内容について、地元の皆さんと協議をして協定書を結んでおります。また、運営に先

立ちまして、公害防止協定書、ふじみでは環境保全に関する協定書というものを結ばせて

いただいておりますが、その中では、定期的に環境測定を実施してくださいということで、

排ガスですとか排水、騒音、振動、臭気、そういったものを定期的に測定するというよう

なお約束をしております。また、そういったものの公表の仕方と情報の公開ということで

ございまして、積極的に広報、ホームページ等を通じて情報公開をしてまいりたいという

お話をさせていただいています。また、災害瓦れきのこともございましたので、三鷹、調

布のごみは構わないけれども、もしほかの地域のごみを受け入れるときには、必ず地元と

事前に協議をしてくださいというような協議内容となっております。 

 以上でございます。 

○７番（髙谷真一朗君）  ありがとうございました。 

○議長（田中久和君）  よろしいでしょうか。ほかに質疑はありませんか。 

 野村羊子議員。 

○８番（野村羊子君）  おはようございます。 

 確認で、幾つかまずごみ処理実績のところでお伺いしたいんですけれども、プラスチッ

クに関して、搬入の実績と容リ・プラの搬出実績の差額がふじみのクリーンプラザで焼却

されているという理解でいいのか、容リ・プラとして搬出されるのが減少しているという

ことは、具体的には例えば選別をより厳しくしたからなのか、あるいは排出のあり方の問

題なのか、その辺のどのような理由でプラスチックの搬入そのものの率と容リ・プラで搬

出するものの率が違うので、現象の、その差額というのはどういうふうなものとして解釈

しているのかということが１つ。焼却するプラスチックが増えるということは、クリーン

プラザの焼却炉に対してどのような影響があるかないか。これについて、今後どのような

方向性を持ちたいと思っているのかということについてお願いいたします。 

○議長（田中久和君）  深沢施設課長。 
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○施設課長（深沢典充君）  プラスチックにつきましては、容器包装リサイクル法のプ

ラスチックのほうでなるべく出せるようにということで、品質の基準のほうもかなり厳し

くなっている中で、我々現場の中でもなるべく出せるプラスチック、今までのランクづけ

のこともありますけれども、そういった中で努力してリサイクルできるものを分けている

状況です。その部分でどうしてもやっぱり可燃性残渣ということで焼却する部分が増えて

きてしまっているということはございます。この可燃性残渣のほかにも一部入ってきては

いけないものも入ってくるものですから、そういった異物除去についても力を入れてやっ

ているところです。やはり循環型社会という中では、プラスチックとしてリサイクルして

いくということが一番だと思っておりますので、その辺は重点に置きまして今後進めてい

きたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（田中久和君）  荻原総務課長。 

○総務課長（荻原正樹君）  プラスチック残渣が焼却されることによる焼却炉の影響と

いう点でございますけれども、この焼却炉を建設するに当たりましては、住民の皆様と意

見交換をしてまいりました。その中で、リサイクルできない残渣については燃やしましょ

うということで、住民の皆様とも協議をした経緯がございます。そのようなことから、当

初の設計の段階から残渣については燃やすという設計でございますので、焼却炉には影響

ございません。 

 以上でございます。 

○議長（田中久和君）  野村羊子議員。 

○８番（野村羊子君）  新しい炉ですので、２３区でプラを燃やすということになった

ときにプラの残渣が、灰が使えないような大変凝り固まったようなものになっていくとい

う問題点があるとか、あるいはまた燃やすときに、一部では水銀が出てきてしまうという

ことがプラスチックを燃やすことの影響になるとかという報告もあったりはします。その

辺のことを十分注意した上で運転をしていくということが重要だと思っています。当然な

さっていると思いますけども、その辺のところを、きちっと今後の運用についても確認を

しながらしていただきたいと思います。 

 それでもう一つ、有償で売却をしているその他のものについて、今回海外市場において

の下落で随分落ちていくということで、これが今後の運営、つまり金額が減っていけばい

くほど収入が減ることによる組合への財政影響というのをどのように見ているのかという
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ことをお願いします。 

○議長（田中久和君）  齊藤事務局次長。 

○事務局次長（齊藤忠慶君）  議員がおっしゃるとおり、今回の売却の代金の下落とい

うところでは、前回の議会のところでもご答弁をさせていただきましたが、若干やはりこ

の項目だけでいえば歳入予算が欠けてくる可能性は非常に高くなっています。その辺は私

どもも危惧しておるところでございますけれども、ただこの予算上の財政的な全般を考え

た場合は、雑入といった形で、売却代金の収入とも合わせて私どもは歳入を見ているとこ

ろでございますので、トータルな面でいけば、予算上の雑収入の予算は確保できるのでは

ないかなと考えているところでございます。 

○議長（田中久和君）  野村羊子議員。 

○８番（野村羊子君）  わかりました。来年度の予算にかかわることだと思いますけど

も、過大に見ないということが今後、東京オリンピックがあるとか言っても、やっぱり海

外的な状況の中では全体に開発等が落ちついてくるような世界的な状況もありますので、

十分慎重な数字を見ていくことが必要だというふうに思います。これは売電収入との絡み

もあると思います。ごみを減らせば焼却量が減り、売電量も減ると。今後、またそれを公

共施設に売却することによる収入減というのも出てくるわけで、もう一つその部分につい

て、来年度の予算としてどう見ていくのかということになるかと思うんです。今はＰＰＳ

と同じバイオマスの価格でやっていると言いますけども、考え方としては、私は生ごみは

本来燃やすべきではない、ちゃんと有機的なものは大地に返していくべきだと思っていま

すので、ただ、これがあることによって売電収入が上がるという中で運転をやりくりして

いる、費用をやりくりしているという点について、非常に矛盾した思いを抱えております

が、全体として売電収入が減ることによって、結果的には委託費用が増える、だから負担

金が増えるということを、これは織り込み済みなのか、来年度の予算でまたもうちょっと、

だから各市の負担が増えるような結果になっていく可能性があるのかどうか、全体状況と

してその辺をどのように見ているのか、今の売電価格、売電収入、そして有償物の売却と

いうものを見てどう思っているのかということをお願いします。 

○議長（田中久和君）  荻原総務課長。 

○総務課長（荻原正樹君）  まず、有価物の関係ですけれども、今後も比較的このよう

な価格が続くと思いますので、有価物のほうの売却収入は、来年度予算については慎重に

見積もらなければいけないと思っております。それから売電収入のほうですけれども、こ
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れは契約書によりまして、計画売電収入までは民間事業者の収入となります。計画売電収

入を超えた場合には、民間事業者７割、ふじみ衛生組合３割で案分して収入するというこ

とになっております。この計画売電収入が約３億５,０００万円ということになりますの

で、もし３億５,０００万円を下回った場合には、ふじみ衛生組合にも一定の責任がござ

いますので、歳入、歳出ともども注意して見積もらなければいけないのですけれども、

２５年度、２６年度の実績から想定いたしますと、おそらく３億５,０００万円を切るよ

うなことはあまりないのではないかと思っておりますので、売電のほうの歳入、それから

歳出の関係は特に問題はないと考えているところでございます。 

○８番（野村羊子君）  じゃ、これで……。 

○議長（田中久和君）  よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。よろしいでしょ

うか。 

 それでは、以上で質疑を打ち切ります。 

 以上６件は、報告のとおりご了承をお願いしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田中久和君）  ご異議なしと認め、管理者報告をご了承お願いいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第４ 議案第７号  東京都市公平委員会を共同設置する地方 

                      公共団体の数の増加及び東京都市公平委 

                      員会共同設置規約の変更について 

○議長（田中久和君）  続きまして、日程第４、議案第７号、東京都市公平委員会を共

同設置する地方公共団体の数の増加及び東京都市公平委員会共同設置規約の変更について

を議題といたします。 

 事務局に議案の朗読をさせます。 

 齊藤事務局次長。 

（事務局朗読） 

○議長（田中久和君）  朗読は終わりました。 

 管理者から提案理由の説明を求めます。 

 清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  議案第７号、東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団
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体の数の増加及び東京都市公平委員会共同設置規約の変更についてにつきまして、提案理

由の説明を申し上げます。 

 東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体に青梅市及び浅川清流環境組合を加入

させることに伴い、東京都市公平委員会共同設置規約を変更するものでございます。規約

の変更は、平成２８年４月１日から施行いたします。 

 提案理由の説明は以上のとおりでございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げま

す。 

○議長（田中久和君）  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。よろしいでし

ょうか。 

 以上で質疑を打ち切ります。 

 これより討論に入りますが、討論はありませんか。よろしいでしょうか。 

 以上で討論を打ち切ります。 

 これより採決いたします。 

 議案第７号、東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び東京都市

公平委員会共同設置規約の変更について原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者挙手） 

○議長（田中久和君）  満場一致と認めます。よって本案は、原案のとおり可決されま

した。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第５ 議案第８号  平成２６年度ふじみ衛生組合歳入歳出決 

                      算の認定について 

○議長（田中久和君）  日程第５、議案第８号、平成２６年度ふじみ衛生組合歳入歳出

決算の認定についてを議題といたします。 

 事務局に議案の朗読をさせます。 

 齊藤事務局次長。 

（事務局朗読） 

○議長（田中久和君）  朗読は終わりました。 

 管理者から提案理由の説明を求めます。 

 清原管理者。 
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○管理者（清原慶子君）  議案第８号、平成２６年度ふじみ衛生組合歳入歳出決算の認

定につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 監査委員の審査が終了いたしましたので、その審査意見を添えまして議会の認定をお願

いするため、この議案を提案するものでございます。 

 それでは、決算の概要につきましてご説明いたします。初めに総括についてご説明いた

します。まず歳入の決算額は、予算現額１８億１,６５３万４,０００円に対しまして、収

入済額は２０億１,０９７万８４７円でございます。予算現額に対する収入率は

１１０.７％でございます。次に歳出の決算額でございますが、予算現額は、歳入と同額

の１８億１,６５３万４,０００円、支出済額は１６億７,５０３万２,８００円でございま

して予算現額に対する執行率は９２.２％でございます。歳入歳出差引残額は、３億

３,５９３万８,０４７円でございます。なお、決算年度には繰越明許費等の繰越額はござ

いません。実質収支額は、歳入歳出差引残額と同額の３億３,５９３万８,０４７円でござ

います。決算額を前年度と比較いたしますと、歳入では６.６％の増、歳出では１２.８％

の増となっております。 

 次に当該年度の主要な施策の成果をご報告申し上げます。 

 クリーンプラザふじみでは、この１年間で７万１,６９３トンの可燃ごみを焼却処理し、

３万７,１８９メガワットアワーの電力を発電いたしました。ごみ処理量は、両市の市民

の皆様のごみ減量の継続的な取り組みにより計画量を下回りましたが、新たに全炉停止期

間を設けるなど、ピット内の焼却時期を調整いたしまして、効率的な運転を図り、売電収

入の確保に努めたものでございます。 

 また、三鷹市及び調布市における環境学習の拠点として位置づけ、積極的に啓発活動に

取り組み、稼働２年目を迎えまして、町会、自治会などの団体見学者は減少したものの、

６,４１２人の皆様のご見学をいただきました。一方、開発途上国を中心として、海外か

らの視察を前年度より１０カ国上回る２１カ国の視察を受け入れ、積極的に地球環境分野

での国際貢献に寄与しております。 

 また、地域住民や組織市との協働により開催しておりますふじみまつりでは、昨年を上

回る１,５９６人の皆様が来場されました。地域の市民の皆様との交流を深めまして、啓

発活動の推進に大きく寄与することができたものと考えています。 

 一方、水銀対策では、平成２６年６月に排ガス中の水銀濃度の自主規制値を超過して以

降、おかげさまで１年半近く超過事故が発生しておりません。これも市民の皆様の分別の
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徹底や組合及び組織市による啓発活動、搬入物検査などの水際での防止策など、継続実施

している成果があらわれているものと考えております。今後も決して油断することなく、

安全対策を継続し、安全な施設づくりを推進してまいります。 

 リサイクルセンターにつきましては、経年劣化の著しかったペットボトル圧縮梱包機を

更新いたしまして、作業環境の改善を図りました。また、プラスチックごみ系処理ライン

を改造いたしまして、容器包装リサイクル廃棄物への適切な対応を図りました。その結果、

品質はＢランクへと向上いたしました。 

 次にごみ処理の実績についてです。重量につきましては、小数点以下を四捨五入し、整

数でご報告いたします。クリーンプラザふじみにおける可燃ごみの搬入量は６万

９,８８１トン、前年度比１,１７２トン、１.７％の増となりました。その内訳は、三鷹

市が２万８,８２６トン、前年度比５４トン、０.２％の減、調布市が３万２,９３４トン、

前年度比１３２トン、０.４％の増、リサイクルセンターの可燃性残渣が８,１２１トン、

前年度比１,０９４トン、１５.６％の増でした。７万１,６９３トンを焼却し、焼却灰等

８,４４１トンを搬出いたしました。 

 リサイクルセンターにおける不燃・資源ごみ等の搬入量は１万８,３７２トン、前年度

比２７０トン、１.５％の減となりました。その内訳は、三鷹市が９,３８９トン、前年度

比１９８トン、２.１％の減、調布市が８,９８３トン、前年度比７３トン、０.８％の減

でした。一方搬出量は、１万７,４６８トンで前年度比３５３トン、２.０％の減となりま

した。このうち２,８９１トンを有償で売却し、１億２,７７８万６,４４１円を収入いた

しました。資源市況が安定して推移したことにより、売却量は微減となったものの、収入

は前年度比１.５％の増となりました。また、逆有償での搬出量は、残渣を全量熱回収し

ており、有害廃棄物のみの１４３トンとなりました。 

 以上、平成２６年度のふじみ衛生組合歳入歳出決算を総括いたしますと、クリーンプラ

ザふじみにおいては、稼働２年目となり、効率的で安定して運転の管理に工夫をいたしま

した。リサイクルセンターにつきましては、設備の更新や改造によりまして、資源物の品

質向上を図ることができました。このように廃棄物を適正に処理するとともに、おおむね

期待しておりました成果が得られ、安定した運営がなされたものと考えているところでご

ざいます。 

 なお、詳細につきましては、事務局長より補足説明をいたさせますので、よろしくお願

いいたします。 
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 それでは、決算につきまして、ご審議の上ご認定をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（田中久和君）  井上事務局長。 

○事務局長（井上稔君）  私からは議案第８号、平成２６年度ふじみ衛生組合歳入歳出

決算の認定につきまして補足説明をさせていただきます。議案等資料のうち、平成２６年

度決算に係る予算執行実績報告書及び決算説明書を中心にご説明させていただきますので

よろしくお願い申し上げます。 

 今申し上げました資料の３ページの総括から５ページのごみ搬入搬出実績までにつきま

しては、ただいま管理者が提案理由でご説明申し上げましたので、６ページからお願いい

たします。資料の６ページをお開きいただけますでしょうか。歳出款別執行状況でござい

ますが、これにつきましては、後ほど歳入歳出の資料のところで詳細にご説明申し上げま

す。 

 次にその下段、４、その他でございます。ごみ１トン当たりの処理経費及び１人当たり

の処理経費並びに負担額を算出いたしました。２６年度につきましては、前年度に比べ、

ごみ処理量は微増でございましたが、売電収入が大幅に増加いたしました。これに連動し

て、クリーンプラザふじみの運営に係る売電収入相当額委託料も比例して増加したため、

見かけの処理費用が大きく膨らんでおります。このため、トン当たりの処理経費は

２０,９０３円で、前年度比２,４２３円、１３.１％の増となりました。市民１人当たり

の処理経費につきましても、分母となる総人口が微増であったことから４,１２３円で、

前年度比４４８円、１２.２％の増となっております。一方で、分賦金を人口で除した

１人当たりの負担額につきましては、売電収入等の特定財源の増加に伴いまして、分賦金

が大きく減少いたしましたので９８９円で、前年度比７７４円、４３.９％もの大幅な減

少となったところでございます。 

 続きまして、決算の総括に移ります。９ページをお願いいたします。初めに歳入歳出決

算総括表になります。款別の予算現額、収入及び支出額、収入率、執行率等でございます。

歳入歳出決算総額、歳入歳出差引残額は先ほど管理者がご説明申し上げたとおりでござい

ます。 

 １０、１１ページをお願いいたします。それぞれ平成２５年度決算との比較になります。

１０ページは、歳出決算節別内訳表でございます。主に増減額の大きいものにつきまして

ご説明申し上げます。まず、節の１番から４番、いわゆる人件費に区分される節になりま
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すけれども、報酬が減少し、その他が増加となっております。クリーンプラザふじみが稼

働２年目を迎え、ボイラータービン主任技術者など、非常勤特別職の参事を２名減じ、短

時間再任用職員に振りかえたこと及び公平委員会共同設置に伴い、委員を廃止したことに

よるものでございます。右側１１ページ、人件費の減も同様の事由によるものでございま

す。１１、需用費につきましては、リサイクルセンターの設備修繕料が１,０２０万円を

大きく減少したことによるものでございます。１３の委託料につきましては、１億

４,８００万円余の増となっております。それぞれの項目で増減がございますが、売電収

入相当額委託料及び運営業務委託料が合わせて１億７,０００万円余の増、環境影響評価

事故調査業務が３,６００万円余減したこと等によるものでございます。右側の性質別経

費の物件費の増につきましても同様の理由でございます。１５の工事請負費につきまして

は、リサイクルセンタープラスチックごみ系処理ライン改造工事等、補修経費が増加した

ことによる増でございます。右側の性質別経費の維持補修費の増も同様でございます。ち

なみに工事請負費のうち、普通建設事業費につきましては例年並みでございました。最後

に２３、償還金利子及び割引料につきましては、平成２２年度借り入れ分の組合債元金の

支払いが始まりましたので、増加したものでございます。 

 続きまして１２ページから１８ページにかけましては、決算に係る給与費明細書となっ

ております。 

 まず１２ページにつきましては特別職でございます。先ほどご説明申し上げましたよう

に、参事が２名、公平委員会委員が３名減となっておりますので、特別職については、そ

れに連動した減となっております。 

 １３ページ以降は一般職でございます。職員数でごらんになっていただけますように括

弧内ですが、再任用職員が２名増加し、管理職である課長補佐が１名減となるなど、人事

異動や給与改定等によりまして給与費に増減が生じたものでございます。その内訳は、後

ほどごらんいただければと存じます。 

 ちょっと飛びまして、１９ページをお願いいたします。組合債の償還状況でございます。

平成２２年度から２４年度までの３カ年にわたり、新ごみ処理施設整備事業の財源に充て

るため、３年据置１２年償還の条件で借り入れを行いました。また平成２５年度及び

２６年度には、リサイクルセンターの設備更新に伴いまして２年据置８年償還の条件で借

り入れを行っております。これまでは利子のみの償還でございましたが、平成２６年度か

ら、平成２２年度借り入れ分の元金償還が始まりました。これによりまして、平成２６年
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度末現債額は３１億８,４１９万円余となりました。借り入れ先の内訳につきましては、

下段の表のとおり財政融資資金及び東京都区市町村振興基金となっております。 

 続きまして２０ページをお願いいたします。分賦金の関係でございます。まず第６表に

つきましては、分賦金の平成２６年度の均等割、処理量割、人口割という形での算出内訳

表でございます。全体で三鷹市の比率が５０.８％、調布市の比率が４９.２％でございま

した。その下、第７表が、過去５年間の分賦金の内訳でございます。平成２２年度から

２４年度までにつきましては、新ごみ処理施設整備事業に伴い、事業費が大きかったもの

の国庫支出金や組合債など特定財源があり、分賦金につきましては、大きく変動すること

なく横ばいで推移してまいりました。建設を終えまして運営に入りました平成２５年度決

算では、大きく減額となりました。平成２６年度は、売電収入等の特定財源の確保に努め

た結果、さらに大幅に減少することができたものでございます。 

 ２１ページにつきましては、過去５年間の決算の推移でございます。分賦金の変動と同

様の傾向を示しておりますので、ごらんいただければと存じます。 

 ２２ページでございます。第９表につきましては、ごみの搬入量の推移でございます。

平成２５年度に比べまして、可燃が微増、不燃・資源が微減となっております。 

 その下、第１０表は有価物の売り払い状況でございます。ごらんになっておわかりにな

りますように、２６年度は２３年度とほぼ同様の実績となっております。資源市場も平成

２４年度を底にようやく脱したかに見えましたが、冒頭の管理者報告の中でも申し上げま

したけれども、今年度に入りましてから先行き不透明な中、厳しい状況が続いているとこ

ろでございます。 

 続きまして、歳入歳出決算の詳細でございます。これまでは前年度決算との比較を中心

にご説明してまいりましたが、以後は決算年度中の動きを中心にご説明申し上げます。 

 ２４、２５ページをお願いいたします。まず歳入についてでございます。１、分担金、

負担金でございます。分賦金につきましては、先ほどご説明申し上げたとおりでございま

すので省略をさせていただきます。 

 ２、使用料及び手数料でございます。これは、廃棄物処理手数料でございまして、可燃

ごみのクリーンプラザふじみへの持ち込み手数料となっております。組合条例に基づき、

１０キログラム当たり３５０円を徴収するものでございます。当初予算では、

９,０００トン程度見込んでおりましたが、結果として１万１,３００トンを超えましたの

で、予算に対し８,０００万円余の増となっております。 
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 ３、国庫支出金でございます。焼却灰や飛灰、排ガス、排水中の放射性セシウム濃度の

測定に関する補助金でございまして、補助率が１０分の１０となっています。３４ページ

に掲載されております歳出と同額が交付されたものでございまして、予算額に比べまして

大きく減少となった形になっておりますが、特定財源としての過不足はございませんでし

た。 

 ４、繰越金は飛ばさせていただきまして、５、諸収入でございます。有価物売払収入に

つきましては、平成２６年度からそれまでの財産収入ではなく、諸収入で経理をいたしま

した。内訳は、これまででご説明申し上げたとおりでございます。その他の雑入でござい

ます。売電収入の大幅な増加によりまして、１億円を超える増収となったものでございま

す。また、売電収入につきましては、原則として運営事業者の収入になるものとされてお

ります。ただし、売電収入の実績が計画売電収入額を超えた場合、超過額の３割が組合の

収入になるとの契約になっております。運営事業者に対する支出と比べますと、

６,５００万円余、歳入が上回っております。これが３割に相当するものでございます。

その下の有償入札拠出金等でございますが、容器包装リサイクル協会から支払われました

ペットボトルの有償入札拠出金及びプラスチック等の再商品化合理化拠出金を合算したも

のでございます。 

 ６、組合債でございます。リサイクルセンターペットボトル圧縮梱包機更新工事の財源

として、東京都区市町村振興基金を５,６００万借り入れたものでございます。予算額に

比して借入額が少なくなっておりますのは、入札によりまして事業費が小さくなったこと

によるものでございます。歳入の最後は財産収入でございます。リサイクルセンターで不

要となりました物品を廃棄し、売却処分したものでございます。予算措置がございません

でしたので、新たに科目を設置して代金２７万円を受け入れたものでございます。 

 以上、歳入合計は２０億１,０９７万８４７円、収入率が１１０.７％となりました。 

 続きまして歳出でございます。少し飛びまして２９ページをお開きいただけますでしょ

うか。まず、議会費でございます。執行率９５.７％でございまして、例年どおりの執行

となっております。 

 続きまして３０ページをお願いいたします。総務費につきましては、執行率９３.６％

となりました。一般管理費につきましては９４.０％で、ほぼ例年どおりの執行でござい

ますが、報酬におきまして、大きな不用額が出ております。これは人件費でも若干ご説明

申し上げたように、特別職参事が２名減となりましたが、予算段階では１名の減で見込ん
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でいたことによるものでございます。その他は、経費節減等に努めた結果の不用額となっ

ております。 

 右側３１ページは環境学習・地域交流推進費でございます。見学を含めた環境学習及び

ふじみまつり等に関する経費となっております。執行率は８９.４％でございました。市

民団体の見学につきまして、必要最小限の人員での対応など、効率化に努めてまいりまし

た結果、賃金に不用額が生じたものでございます。また、環境学習推進チームでさまざま

な展示物の検討・作成を行ってまいりました。具体的な作業等が多く、学識経験者等の専

門家にお手伝いをいただく機会が少なかったこともありまして、報償費にも不用額が出て

いるところでございます。一方、新たな事業展開といたしまして、啓発関連経費の充実を

図りました。実績欄のごみ資源分別用啓発シール作成委託料から拡声器購入費までの各経

費でございます。商標登録いたしました「エントツくん」を活用した鉛筆や蛍光ペン、各

種グッズ等の作成を行ったものでございます。 

 次に３２ページ以降が事業費になります。事業費全体の執行率は９３.０％でございま

した。初めにごみ処理場管理費でございます。これは、リサイクルセンター及びクリーン

プラザふじみ両施設に共通する管理経費等につきまして経理する科目となっております。

執行率は９４.５％でございました。報酬から共済費までの人件費に関する費目が執行額

の６２.７％を占めておりますが、短時間再任用職員の活用等によりまして不用額が生じ

たものでございます。また、庁用自動車の積極的活用とともに消耗品費の節減に努めた結

果、旅費や需用費等で不用額を生じたものでございます。 

 続きまして右側３３ページをお願いいたします。リサイクルセンター運営費でございま

す。執行率９４.５％となっております。実績欄の１３行目になりますが、不燃ごみ処理

業務委託料、これがリサイクルセンターの核となる業務になりますけれども、決算額は

３億３,１０３万円余でございました。また、主な設備更新工事を挙げますと、組合債充

当事業として、ペットボトル圧縮梱包機更新工事で７,５６０万円を執行いたしました。

さらに、プラスチック系ごみ処理ライン改造工事を７,９９２万円で実施し、容器包装リ

サイクル法に基づく品質評価を１段階向上させ、Ｂランクとすることができました。その

他計画的な補修工事等によりまして、需要費の設備修繕料を１,１００万円余節減するこ

とができたものでございます。さらに、光熱水費の削減によりまして、リサイクルセンタ

ー使用電力相当分委託料を予算に比べ約４６０万円節約できました。一方で、啓発事業と

して、クリーンプラザふじみの「エントツくん」に続きましてリサイクルセンターに関連
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したキャラクターを開発し、商標登録を行いました。そのための委託料は７３万円余でご

ざいました。 

 次に３４ページをお願いいたします。クリーンプラザふじみ運営費でございます。執行

率は９１.４％でございました。維持管理運営業務の中心となるのは、実績欄の８行目か

ら９行目にございます施設運営業務委託料と、歳入と連動しております売電収入相当額委

託料の２つになります。合わせて６億７,３５８万円余となりました。施設運営業務委託

料につきましては、ごみ量に比例して変動することとなります。予算では７万トンを超え

る搬入を見込んでおりましたが、実際には６万９,８００トン程度となりましたので、

１,８８２万円余の不用額が生じております。また、エコセメント化施設の受け入れが順

調だったために、資材化委託料及び薬剤処理等委託料で４,１１８万円余の不用額が生じ

たものでございます。加えて、全炉停止期間中の節電に努めた結果、電気量が

１,３８４万円余節約できたものでございます。そのほか、平成２６年度の特徴といたし

まして、実績欄の下から３行目、事業系搬入物検査でございます。排ガス中の水銀濃度が

自主規制値を超えて炉を停止する事態が平成２５年度で４回、２６年度で２回発生いたし

ました。このため、水際での対策として、持ち込まれる可燃ごみの調査を委託により実施

いたしました。おかげさまで種々の啓発事業との相乗効果によりまして、昨年６月以降、

自主規制値を超える事態には至っておりません。 

 最後に３５ページをお願いいたします。公債費でございます。公債費につきましては、

総括でご説明いたしましたように、平成２２年度借り入れ分の元金償還が始まり、平成

２５年度に比べまして大きな増となりました。 

 以上、歳出合計につきましては１６億７,５０３万２,８００円、執行率９２.２％とな

りました。 

 続きまして、決算年度中に財産の増減がございましたのでご説明申し上げます。お手元

の財産に関する調書をごらんいただきたいと存じます。 

 １１ページをお願いいたします。財産としての商標権の追加でございます。リサイクル

センターに関連したキャラクターを商標登録したものでございまして、備考欄にあります

ように、「カン太くん」から「ゆうがいくん」までの６種類でございます。 

 次に、１３ページをお願いいたします。フォークリフトが１台減少いたしました。計画

的に所有からリースへと変更しているために、平成２６年度分として１台廃止したもので

ございます。リースに替えておりますので、台数としては変更はございません。 
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 右側１４ページをご覧ください。歳入の財産収入でご説明申し上げましたが、リサイク

ルセンターの油圧切断機を１台廃棄し、売却処分いたしたものでございます。 

 財産の異動につきましては以上でございます。 

 なお、その他の決算書及び事務報告書につきましては、内容がこれまでの資料説明と重

複いたしますので、省略させていただきたいと存じます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（田中久和君）  ここで監査委員の審査意見を求めます。 

 黒田監査委員。 

○監査委員（黒田克司君）  監査委員の黒田でございます。 

 平成２６年度におけるふじみ衛生組合の決算審査につきましては、地方自治法第

２９２条において準用する同法第２３３条第２項の規定に基づき、井上監査委員とともに

審査をいたしましたので、私が代表してその結果についてご報告いたします。 

 審査は、平成２７年１０月５日から１０月２６日まで行いました。審査の対象は、平成

２６年度ふじみ衛生組合歳入歳出決算、平成２６年度財産の状況についてであります。審

査の手続といたしましては、管理者から提出されました歳入歳出決算書、歳入歳出決算事

項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書が地方自治法等関係法令に準拠

して作成されているか、係数が正確であるか、予算の執行が適正かつ効率的になされてい

るかなどに主眼を置き、それぞれの関係諸帳簿及び証拠書類との照合などを行いました。

審査の結果につきましては、審査に付された歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、

実質収支に関する調書及び財産に関する調書は、法令に準拠して作成されており、係数に

誤りはないものと認められました。また、予算の執行はおおむね適正になされており、そ

の概要は、決算審査意見書に記載のとおりであります。決算の概要につきましては、主に

係数の説明等でありますので、本意見書をご高覧願うこととし、省略させていただきます

が、ふじみ衛生組合が事業主体となっているごみ処理施設クリーンプラザふじみ並びにリ

サイクルセンターにつきましては、今後も引き続き環境と安全を重視し、経済性に配慮し

た施設の維持管理を要望しましたので、よろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして平成２６年度決算審査結果の報告とさせていただきます。 

○議長（田中久和君）  ありがとうございました。 

 これより質疑に入ります。歳入歳出一括して質疑を求めたいと思います。これにご異議

ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（田中久和君）  ご異議なしと認め、歳入歳出一括して質疑を求めます。質疑は

ありませんか。 

 野村羊子議員。 

○８番（野村羊子君）  それでは、幾つか質問させていただきたいと思います。 

 まず歳入で国庫補助金があります。放射能測定にかかわるものです。同額を事業費で支

出しておりますけれども、東電の事故に発した放射能汚染による測定を継続し続ける必要

があるということでやっています。本来であれば東電が賠償して、東電から補償されるべ

きではないかというふうに私は思っておりますが、国から出ている。これについてどのよ

うに考えているのかということと、それと、放射能測定の回数等についての制限等がある

のか。月１ですか、今、飛灰と焼却灰を両方測定していますが、排水等に関してはしてい

るのかということと、それらについて毎月、あるいはその回数を増やせ減らせといったよ

うな補助金に対する規定等があるのかということを――１つずつやらせていただいてもよ

ろしいでしょうか、議長。それとも全部まとめて質問したほうがよろしいでしょうか。 

○議長（田中久和君）  一括でお願いいたします。 

○８番（野村羊子君）  では、次に、売電収入に関して、先ほども報告のところで少し

やりましたけども、バイオマスということで、６０％をバイオマス認定しているというこ

とで金額が高くなっていると。生ごみの量は、全体量から６０％というのを割り出してい

るのか、そんなに焼却量の中で生ごみが６０％あるわけではないと思うので、どういう計

算によって６０％がバイオマスと認定され得るのかということ。もしこれがバイオマス認

定されなければ収入はどうだったのかということ。 

 次に、全体の運営の処理量にかかわることかもしれませんが、売電収入、つまりちゃん

と発電するために焼却量の調整をして、全炉停止をしてきちっと発電できるような焼却量

を確保するというんですか、焼却量が減れば売電できない、売電量が少ないということに

なるし、炉の運転というのも不安定になりがちで、だから逆にごみをためるために全炉停

止をしたというふうに今の話、説明では聞こえたんですが、そのような形での調整をした

ということでいいのか。結果的に、つまりふじみのクリーンプラザは余力があるというこ

とだと思うんです。現実にあとどれぐらい普通に通常運転しようとすれば、１２カ月全て

ということはないですよね。やはり定期点検が要るから休まなくちゃいけない。そういう

ようなことを考えたときでも、実際には今回焼却量が７万１,６９３トン焼却処理したと
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ありますけども、プラスどれぐらい可能だったのかということが計算値としては出るはず

なので、それについて教えていただきたいと思います。 

 そして、水銀対策ですけれども、実際、先ほどの報告でも自主規制値を超えたというこ

とで、その後の水際作戦をさまざま行ったとなっています。この自主規制値ですが、１時

間当たり幾らという規制値になっていたかと思いますけども、数値、あるいはその部分に

ついての変更をしてはいないのですよねということの確認。他の組合では、１時間ではな

くて、それが２時間３時間継続するというところで超えたか超えないかということを判断

するというふうな、炉を停止する判断の材料として、ある意味では実際に超えているにも

かかわらず、一瞬だったからもうそれはいいでしょうということにしてしまうという運用

がなされているやに聞くので、事実かどうか、それは私としてもきちっとそこの組合に当

たったわけではないのであれですけども、そういう話が出てきている中で、ふじみはどの

ようにきちっと運用しているのかどうかということも確認をしたいと思います。とりあえ

ずそれでお願いします。 

○議長（田中久和君）  荻原総務課長。 

○総務課長（荻原正樹君）  それでは、まず１点目でございます。放射能測定の関係で

ございますけれども、これは、ふじみ衛生組合のように国に請求しているところと直接東

京電力に請求している自治体、それぞれございます。国に請求した場合には、国が東京電

力に請求しますので、結論としては同じということになります。それで、測定の回数です

が、まず測定の品目でございますけれども、焼却灰、それから飛灰、排ガス、排水、この

４項目を実施しておりまして、焼却灰、飛灰については、毎月行っております。それ以外

のものについては、大体２～３カ月に１回程度行っております。頻度ですけれども、それ

ぞれ必要に応じて測定するということになっておりますが、現在の頻度でちょうどよろし

いのではないかと考えているところでございます。なお、測定結果ですけれども、年々数

値は下がる方向で推移しているということでございます。 

 続きまして、２点目、売電収入の関係でございます。まず、バイオマス比率の計算でご

ざいますけれども、これは毎月ごみを実際に採取いたしまして、どのぐらいバイオマスの

ものが含まれているか検査を行っております。その分析結果に基づきまして、年間で平均

いたしますと、先ほど申し上げました約６０％という数字が出ております。なお、ＰＰＳ

事業者に請求する場合には、毎月出た検査結果に基づきましたバイオマス比率で売電収入

はいただいております。もしこのバイオマスの部分がない場合はというご質問でございま
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すけれども、バイオマスの場合には先ほど申し上げましたとおり２１円、そのほかの場合

には１７円程度ですから、１キロワット当たり４円ぐらい単価が下がることになります。 

 続きまして、全炉停止による発電の増、売電量の増という点でございますけれども、こ

れはごみのピットが大きいものですから２６年度でいいますと６月と１２月の２回、全炉

停止期間を設けまして、ごみをためました。残りの月で、できる限り２炉稼働を増やして

焼却したということでございます。これは、同じごみ量でも１炉と２炉では発電効率が違

うという点が１点ございます。２炉稼働のほうが発電効率がいいので、ごみ１トン当たり

の発電量が増えます。また、使用する電力でございます消費電力でございますけれども、

これは１炉稼働も２炉稼働もあまり変わりません。２炉稼働をしたからといって２倍の電

力を使うわけではなくて、１.３倍から１.４倍程度の消費電力で済みますので、そういっ

た面でも２炉稼働したほうが省エネにすぐれているということから、１炉稼働と２炉稼働

を比べますと、ごみの焼却量は２倍でございますけれども、売電量は３倍になります。同

じごみでも、できる限り効率的な発電、売電を行っていきたいということで、２６年度に

ついては、６月と１２月の２カ月、２回全炉停止を設けて調整したものでございます。 

 続きまして、余力でございますが、ふじみ衛生組合のクリーンプラザふじみを設計する

に当たりましては、年間７万７,３００トンの焼却をするということで設計しております。

一方、実際の搬入実績でございますけれども、約７万トンでございますので、そういう点

では約１割程度余力がございます。 

 続きまして水銀でございますけれども、ふじみ衛生組合におきましては、排ガスの１時

間平均値を採用しておりまして、０.０５ミリグラムというものが自主規制値でございま

す。この自主規制値につきましては、施設稼働時から現在まで変えておりません。地元の

皆様とのお約束によりまして、１時間平均値が２時間超えた場合には焼却炉について停止

を行うということになっております。ただし、２時間超えそうか、超えそうもないかとい

うのは予測できますので、私どもの判断で、これは２時間たっても下がりそうもないとい

うふうに判断した場合には、その瞬間に焼却炉を停止するように心がけております。 

 以上でございます。 

○議長（田中久和君）  野村羊子議員。 

○８番（野村羊子君）  答弁ありがとうございます。 

 まず、放射能測定に関しては、つまり何回やらなくちゃいけないとかということ、ある

いは何回以上やったらそれ以上補償しないよということではなく、やったものをこちらの
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ほうのこれが適当だと思う判断で対応できているということですね。現状ではこの程度で

というふうなことは思います。飛灰とかに関しては、植木等の伐採が入ると高くなる傾向

がまだあると思うんですね。でもそれを多分調整していらっしゃると思いますけども、そ

のことがほんとうの汚染を見えなくさせている部分もあるのではないかという疑問はあり

ますが、あえて濃い濃度にしないというのは当然の努力ではあると思うので、その辺はそ

れなりのことだなというふうには思っています。 

 バイオマスに関しても、だから今言ったように、生ごみも含め、剪定枝等々を入れると

いうことによることがほんとうに循環型社会というもの、地球環境に対してどうなのかと

いうことは、やはりもう一度議論する必要があるのではないか。もちろん費用として売電

収入はあったほうがいいけども、ただ地球環境として、このような有機物を焼却し続ける

ことの課題というのは残っていくのではないかと思います。これについては、きちっとし

た議論、あるいは専門家の方の議論というのをぜひふじみの中でも再検討、生ごみについ

て、あるいは剪定枝等についての有機物を焼却することによって再利用しにくくする、大

地に返していかないということについての課題については、やはりきちっと検討していた

だきたいと思います。 

 焼却量についてピットを大きくつくったのは、確かにいろいろ対処できるためにつくろ

う、大きくしよう、より深く掘るということで、深く掘ることについては、地元からのい

ろんなこともあったかと思いますけども、それによって対応が可能になったことで余力が

あることはいいことだと思いますし、周辺自治体に対する対応も地元のご理解も必要です

けども、まだこの先長きにわたって大変な状況にある自治体がありますので、それについ

ては、やっぱりそれなりの対応というのを検討していってもいいのではないかと思います。

これについては、今後そういうよその地域の自治体というのを検討し得るのかどうか。今、

武蔵野との交互はやっていますけどもということを再答弁していただければと思います。 

 それと、水銀については、予測可能だったらすぐとめるという対応は、地元にとっても

安心できることだと思います。今ほかの地域でまた出て、しかも出たのにすぐに炉をとめ

なかったということで問題が大きくなっている状況、地元の方のご理解が得られないよう

な事態が生じているようなことがあるので、水銀について、今回視察でも処理の状況を見

させていただきましたけども、何が課題なのか、ほんとうに事業者だけの責任なのかとい

うあたりを含めて、市民の皆さんへの啓発も含めて、対応検討していかなくちゃいけない

と思います。現状をよしとするのではなくてということをきちっと考えていく必要がある
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と思うので、これについても、これで終わりだと思わないようにと先ほどの管理者からの

お言葉もありましたけど、そこはきちっと押さえていただきたいと思います。 

 じゃ、先ほどの件について１点だけ。 

○議長（田中久和君）  清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  他の自治体との協働についてのご質問にお答えいたします。

現在ふじみ衛生組合は、武蔵野市との協働というのを進めております。これは、相互にそ

れぞれ全炉停止というようなことがございますので、必要不可欠な対応と考えております。

その他の自治体につきましては、例えば災害が発生したときに支援しなければいけないこ

とはあるかと思いますが、現地点では具体的には考えておりません。また、先ほどから余

力というような表現がありましたけれども、私たちは、地元の市民の皆様と、炉の大きさ

についても慎重に慎重に協議を重ねてまいりまして、決して余力を想定して大きいものを

つくるということではなく、むしろ減量の意向を強く持っている市民の皆様とともに、こ

の規模を決めてまいりました。したがいまして、繰り返しになりますが、現時点で武蔵野

市以外との協働については考えておりません。 

○議長（田中久和君）  野村羊子議員。 

○８番（野村羊子君）  今のお考えはわかりました。焼却炉をつくる際に、やはり小さ

くというふうなことを私もその当時から傍聴したりして見ておりますので、その当時、

３炉、もっとさらに小さいものにして、より運転をしやすい、運用をしやすくしたほうが

いいのではないかという議論の中で２炉にして、だからこそ全炉停止をせざる得ない事態

にあるということだと私は思っています。ただ、そのような形でしっかり運用していると

いうことについては、もちろん評価しないわけではない。ただし、しかもその当時に発電

のことも考えながら、いや、だからやっぱり３つに分けて小さいものを運転したほうがい

いんじゃないか、どんどんごみが減るじゃないかという議論はありました。でも今そうや

っていろいろな努力をしている中で、発電も確保しながら運用していることについては、

それはそれでわかっています。でもだからこそさまざまな形で今、分かち合っていかなく

ちゃいけない。あるものは分かち合って使っていく、そのことがこれから必要になってく

るわけだから、それぞれのところで１つ大きなものをつくるんじゃなくて、みんなで１つ

のものを使い分けていく、そのことを考えていく必要があると私は思いますので、その辺

については、今後検討課題としていただければと思います。 

○議長（田中久和君）  ほかに質疑はございませんか。 
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 森徹議員。 

○１０番（森徹君）  それでは２点ほどお聞きしたいと思います。先ほどの執行状況の

報告の中で、クリーンプラザふじみの視察、開発途上国を中心にというご報告がありまし

たけども、たしかフランスもその中に入っていたと、ちょっと記憶なんですが、どこかに

書いてあったと思うんですが、フランスのふじみに対する視察の目的、それから視察団体

の構成、例えば企業であるのか、それから自治体等であるのか、この辺をもう少しご説明

いただければと思います。これが１点です。 

 それからもう１点は、決算予算の意見書の中で、いわゆる環境学習について市民への理

解をさらに深めるように要望するという要望といいましょうか、意見が述べられておりま

す。現にそのための予算もつけられているんですが、この間いろいろ進めてきた事業の中

身をもう少しご説明いただければと。この意見、要望に対して今後どのように検討されて

いるのか、この２点についてお答えいただければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（田中久和君）  荻原総務課長。 

○総務課長（荻原正樹君）  まず、１点目のフランスの視察という点でございますけれ

ども、まだフランスは焼却中心ではなくて、埋め立て処分中心の国でございます。そのよ

うなことから、フランス国内には焼却施設が全くないわけではないんですが、日本に比べ

ると少ないということもありまして、世界でも最新鋭の日本の施設をご見学いただいたと

いうことでございます。どのような方がお見えになったかということでございますが、こ

れは国とか自治体の方ではなくて、民間企業の方が今後の戦略として、日本の焼却場を購

入したいというような視点で見学いただいたということでございます。 

 続きまして２点目の環境学習でございますけれども、ふじみ衛生組合には、環境学習推

進チームというチームがございます。これは市民の皆様を中心としたチームでございます

けれども、このチームにおきまして、現在までいろいろな環境教育の問題、それから今後

の環境教育の取り組みということでご議論いただいてきております。現在までに取り組ん

だ内容といたしましては、３階の啓発パネル、それから施設紹介用のＤＶＤ、これらの作

成をお願いしております。また、イベントとしましては、夏休みの親子見学会、そういっ

たものも実施していただいております。今後も環境学習推進チームを核として、新たな取

り組みを図っていきたいと考えているところでございます。 

○議長（田中久和君）  森徹議員。 

○１０番（森徹君）  ありがとうございました。 
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 やはりごみの問題というのは、一人一人の市民の積極的な参加というのが非常に大切だ

と思いますし、私は三鷹の議会の中でも文教委員をやっていて、特に子供、小学校、中学

生の教育というのは非常に重要だろうと。もっともっと力を入れていくということが必要

かなと思います。これは私の意見です。 

 それから、フランスは、先ほどのご答弁の中で「まだ」という言葉がありましたけども、

「まだ」という言葉の中には、おくれているということがあるのかなと思うんですが、フ

ランスは、工業国と同時に農業国ですよね。だからやはり農業との関係で、先ほどおっし

ゃられた埋め立てというんでしょうか、それを堆肥に使うというものが国の中にあるんじ

ゃないのかなというふうに考えておりまして、私も、ごみも焼却一辺、日本の場合には焼

却が中心なんですけども、やはりこれをバイオマスも含めて、できるだけ自然に返してい

くということが大切じゃないかなと思います。という点で、フランスの状況は一応わかり

ましたけども、そのような意見を述べて質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（田中久和君）  ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田中久和君）  それでは、以上で質疑を打ち切ります。 

 これより討論に入りますが、討論はありませんか。 

 野村羊子議員。 

○８番（野村羊子君）  それでは、ふじみ衛生組合平成２６年度決算についての討論を

させていただきます。 

 今回水銀の課題についての対応が急務であり、それについて前年度に検討した根本的な

設備ではなく、いわゆる水際作戦による対応ということで、それなりの対応ができたとい

うことについては評価したいと思います。今後も自主規制値をしっかり守って地元の対応

としていただきたい。しかしながら、焼却に対して生ごみ、あるいは剪定枝等を活用する

ということについては、今後の社会のあり方として、再検討を要するのではないかという

ことをぜひとも検討いただきたいと思います。最後に、ふじみ衛生組合の建設費用につい

て、復興資金が活用されているということについて私たちは忘れてはいけないということ

を一言申し添えて、今年度の、この年度に対する処理、執行については適切になされてい

ると思いますので、とりあえずは賛成の意見といたします。 

○議長（田中久和君）  ほかに討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（田中久和君）  以上で討論を打ち切ります。 

 これより採決いたします。 

 議案第８号、平成２６年度ふじみ衛生組合歳入歳出決算の認定について、原案のとおり

認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（田中久和君）  ありがとうございます。 

 満場一致と認めます。よって本案は原案のとおり認定されました。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。それではこれで会議を閉じます。 

 これにて平成２７年第４回ふじみ衛生組合議会定例会を閉会いたします。本日は大変お

疲れさまでございました。ありがとうございました。 

 なお事務局からは事務連絡がありますので、議員の皆様はこのまましばらくご着席いた

だきたいと思います。 

 

午前１１時３２分閉会 
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